1 | ミル グラ ム 監 獄 内 エス の 部 屋 


薄暗い エス の 部 屋 。 

深く 椅子 に 座っ て いる エス と 、 そ の 膝 の 上 に 乗っ て いる ジャ ッ カ ロー プ 。 

ジャ ッ カ 「 わ か っ た な .……、 お 、 そ ろ そ ろ 囚 人 ども が 気づく 時 間 だ な 。 準備 は で き て る な ?」 
ジャ ッ カ 「 ミ ル グ ラ ム 第 1 審 開 始 だ 」 

ジャ ッ カ 「.…… つ て な 。 さぁ 、 行く エス 」 


びょん と エス の 膝 か ら 飛 び 降 り る ぽ ふ っ と 間抜け な 足音 。 


まだ 少し うつ ろ な エス 。 

ジャ ッ カ 「『 パ ノ プ ティ コン 』。 囚人 共 の 部 屋 を 一 望 で きる 場所 だ 」 
欠 リバ パラ ティ ヨン | 

ジャ ッ カ 「 記 憶 が 曖昧 な ん だ ろ ? 道 案 内 が て ら 色 々 説明 し て や る よ 」 
エス 「 あ ぁ 、 頭 に 皿 が か か っ て いる よう だ 。.…… す まな い 」 

ジャ ッ カ 「 良 いっ て こと よ 。 いつ も そう な ん だ 」 

エス 「.…… ぼ …? 大 丈夫 だ 。 仕事 に 支障 は な い 」 


ジャ ッ カ 「 オ ッ ケ ー。 じゃ あい く ぜ 」 


エス 「 あ あぁ 」 


顎 で ドア の 方 を 示す ジャ ッ カ ロー プ 。 


エス 「 撫 で れ ば いい の か ?」 


ジャ ッ カ 「 チ ゲ ぇ よ ! 開け ろ よ ドア ! 見 りゃ やあ わか ん だ る ろ ! 」 


気づき 納得 する エス 。 
エス 「 あ ぁ .… ぼ …… 」 


ドア に 手 を か ける も 途中 で 止ま る エス 。 


エス 「 疑 問 な ん だ が …… ひ と り で ドア も 開け られ な い の に な ん で そん な に 偉 そ うな ん だ ?」 


ジャ ッ カ 「 う る っ せ ぇ な ぁ 。 開け られ な い の は オマ エ の 謙 室 だ け だ 。 人 他 の 部 屋 は 俺 様 用 の 小さ 
い 入 口 が あん だ よ .……… 誰が 小さ いん だ コラ アァ ! 」 


エス 「 僕 は 何 も 言 っ て な い 」 


エス が ドア を 開け る 音 。 


2 | ミル グラ ム 監獄 内 通路 エス の 部 屋 前 
通路 に 出 た 2 人 。 


長く て 暗い 通路 が 続い て いる 。 
エス 「.……. 長 い 通路 だ な 」 


ジャ ッ カ 「 こ こ 、 お 前 の 寝室 が 通路 の 端っこ だ 。 こ の 通路 を 挟む よう に し て いろ ん な 部 屋 と 施 
設 が ある わけ 。 全部 説明 し て た キリ が ね ぇ か ら 、 今 日 は は ぶ く けど な 」 


真正 面 の 小さ な 扉 を 見 て 問う エス 。 

エス 「 僕 の 部 屋 の 向かい は 何だ ?」 

ジャ ッ カ 「 俺 様 の 部 屋 だ な 。 許可 な く 入 ん じゃ ね ぇ ぞ お 」 

エス 「 予 定 は な いか ら 大 丈夫 。 そ れ に 、 見 た と ころ 人 間 が 通れ る 大 き さ の 扉 が な い 」 
ジャ ッ カ 「 ふ ん 、 そ れ も そ うだ 」 

通路 を 歩き 始め る 2 人 。 

コツ コツ と エス の 足音 が 故 く 中 会 話 を する 。 


3 | ミル グラ ム 監 獄 内 通路 
先 を 行く ジャ ッ カ ロー プ が 部 屋 を 紹介 し て いく 。 ある き な が ら 会 話 。 


ジャ ッ カ 「 こ こ が 囚 人 用 の シャ ワー 室 。 向かい 側が 倉庫 。 必要 な 備品 は た いて い コ コ 」 


エス 「 囚 人 用 .……. こ の 通路 は 囚人 も 出入 りす る ん だ な 」 


ジャ ッ カ 「 あ ぁ 。 通行 を 許可 する 時 間 や ら 、 シ ャ ワー を 男女 別に する か どう か や ら 細 か い 生 活 
の ルー ル は オマ エ が 後 で 決め りや あい い 」 


エス 「 僕 が 決め る の か ?」 


ジャ ッ カ 「 お う 、 こ の ミル グラ ム を どう 管理 ・ 運 営 し て いく か オマ エ に 全部 任せ て る 。 地獄 に する 
も 天国 に する も オマ エ 次 第 よ 」 


ジャ ッ カ ロー プ の 言葉 に 何 の 気 無し に うな ずく エス 。 


ジャ ッ カ 「 な ん で か ? と は 聞か ね ぇ ん だ な 」 


エス 「 そ うい う も の な ん だ ろう 。 僕 に は この 監獄 を 管理 する 義務 ある 。 不 完全 な 記憶 の 中 で 
も 、 そ れ だ け は 覚え て いる 」 


その 言葉 に 満足 そう に 微笑 む ジ ャ ッ カ ロー プ 。 


ジャ ッ カ | 上 上 出 来 だ 」 


ジャ ッ カ 「 あ ん だ よ 」 


和正 炎 、 還 | も っ と 早く 歩い て くれ な いと 踏ん で し まう 」 


ジャ ッ カ 「 体 の サイ ズ 考 えろ ! 人 間 様 が ウサ ギ に 合わ せろ や ! ! ! .……… 誰 が ウサ ギ だ コ 
ラ ア ! 『 す 


エス 「 僕 は 何 も 言っ て いな い 」 


ジャ ッ カ 「 っ た く よ お ぉ お.………。 あ 、 こ こ が 食堂 な 」 


| そう いえ ば 誰が 食事 を 用 意 す る ん だ ? ここ に 僕 と お 前 以外 に 管理 人 が いる の 
か ?」 


ジャ ッ カ 「 オ レ 様 が 作っ て ん だ よ 」 

エス 「 な る ほど 。 .…… ん ? な る ほど ?」 

予想 外 の 答え に 若干 うろ た える エス 。 

ジャ ッ カ 「 実 は オレ 様 は この 監獄 の 料理 長 で も ある 。 和 ・ 洋 ・ 中 な ん で も ご ざれ さ 」 

エス 「.…… ち ょ っ と し た 迎 問 な ん だ が その 手 で フラ イ バ パン や ら 、 包 丁 や ら 持 て る の か ?」 
ジャ ッ カ 「 ぐ で っ っ と 気合 を 入れ た ら 持 て る 」 

エス 「 持 て る の か .…… ぼ …。 そ の 、 毛 と か 入ら な い の か 」 

ジャ ッ カ 「 毛 の 生え 変わ り 時 期 は すご く 入る 」 

エス 「 す ご く 入 る の か .… ぼ …」 

話し て いる 間 に 通 路 の 突き 当り 、 大 き な 扉 の 前 に た どり 着い て いる 。 


ジャ ッ カ 「 お ら 、 馬鹿 言っ て る 間 に つ いた ぞ 。 その 扉 を 開け れ ば 、 ミ ル グ ラ ム の 中 心 部 パ ノ プ 


ティ コン だ 」 
扉 を 開け る エス 。 ギ ギ ギ と 重い 扉 が 開く 音 。 


4 | ミル グラ ム 監 獄 内 パ ノ プ ティ コン 


円 形 の ホー ル の よう な 空間 。 


等 間隔 で 扉 が 存在 し て いる 。 


エス 「 こ れ が パ ノ プ ティ コン 。 ド ー ム 状 に な っ て いる ん だ な 」 


ジャ ッ カ 「 お う 。 今 オ レ 様 た ち は こ の 丸い 部 屋 の 北側 、22 時 の 位置 に ある 扉 か ら 入 っ て きた こ 
と に な る 」 


エス 「 そ れ ぞ れ の 扉 が 囚人 の 部 屋 か ?」 


ジャ ッ カ 「 そ うい うこ っ た 。 こ の 部 屋 を 時 計 に 見 立て る と 、 囚人 番号 と 時 刻 が 一 致し て る っ て わ 
け よ 。 覚え や すく て いい だ ろ ?」 


エス 「 な る ほど ね 」 


壁 に か か っ て いる 時 計 を チラ ッ と 見 や る ジャ ッ カ ロー プ 。 


ジャ ッ カ 「 ふ む 。 まだ も うち ょ っ と 時 間 が ある な 。 軽 く 囚 人 ども の 紹介 を し と いて や る よ 。 つっ て 
も オレ 様 も ツラ し か 見 て ね ぇ えん だ けど な 」 


こつ こつ と 円 形 の 部 屋 を 時 計 回 り に 一 周 し は じ め る エス と ジャ ッ カ ロー プ 


1 時 の 部 屋 で 足 を 止め る 二 人 。 


ジャ ッ カ 「 ま ず 、1 時 の 位置 の 部 屋 。 囚人 番号 1 番 サ クラ イハ ルカ 。 や や こし い 名 前 だ が 、 男 
だ 」 


エス 「 サ クラ イ .…… ハ ルカ .………」 


ジャ ッ カ 「 根 暗 そ うな 顔 し て や が っ た な 。 ま 、 う まい こと 心 開か せ て 色々 聞き 出し て くれ や 」 


エス 「 た だ 、 そ の 顔 す ら 本 当 か は わか ら な い の だ ろう ?」 


ジャ ッ カ 「 フ ン 、 よ くわ か っ て ん じゃ ね ぇ か 。 オ レ 様 た ち を あざ むく 擬態 か も し れ ね ぇ 。 ニン ゲン 
は 嘘 を つく 生き 物 だ か ら な 」 


エス 「.… ぼ …. 覚 えて お く 」 


歩き は じ め る 2 人 。 


2 時 の 部 屋 の 位置 に 。 


ジャ ッ カ 「 次 、2 時 の 位置 。 囚人 番号 2 番 カ シキ ユノ 。 若い 女 だ っ た 。 高校 生 く らい じゃ ね ぇ か 
な 」 


エス 「 高 校生 くら いる? 囚人 の 年 齢 も わか ら な い の か る?」 


ジャ ッ カ 「 囚 人 の パー ソナ ル な と ころ に 興味 ね え か ら な 、 オ レ 様 。 看守 の オマ エ が 把握 し と け 
ば いい 


3 時 の 部 屋 。 


ジャ ッ カ 「 次 、3 時 の 位置 。 囚人 番号 3 番 カ ジ ヤ マ フウ タ 。 て アホ そう な 男 だ 。 オ レ 様 こい つ 嫌 
い 」 


エス 「.…… 顔 を 見 た だ け な ん だ ろう ?」 


ジャ ッ カ 「 ニ ン ゲ ン 、 第 一 印象 が 9 割 だ よ 。 俺 様 に 投票 権 が めった ら 迷 わ ず 有 罪 に し て る ね 」 


エス 「 そ うい う も の か な 」 


4 時 の 部 屋 。 


扉 に 刻ま れ て いる 文字 を 読む エス 。 


エス 「 因 人 番号 4 番 は クス ノ キ 、 ム ウッ 女性 か ?」 


ジャ ッ カ 「 お う 。 や た ら 美人 の 姉ちゃん だ 。 送 に こっ ち は 無罪 に する な 。 美しい 遺伝 子 は 残す 
べき だ 」 


足 を 止め る エス 。 


正基 | 計 ああ 。 そん な 欲 に まみ れ た 判断 基準 で いい の か ?」 


ジャ ッ カ 「 へ っ .……… じ ゃ あ 何 を 判断 基準 に する ん だ ? た だ 法律 に 照ら し て 裁く ん だ っ た ら オ マ 
エ で ある 意味 が な い 」 


ジャ ッ カ 「 言 っ た ろ 、 オ マエ 自身 の 基準 で 決め れ ば いい っ て 。 それ が 性 や 愛 で も 文句 は 言わ 
ね ぇ よ 。 監獄 内 恋愛 を 禁止 し や あし ね ぇ え か ら よ お 」 


いや らし く < ニヤ つく ジャ ッ カ ロー プ 。 


それ を 見 て 少し 品 を と が ら せ る エス 。 


ロン 時 くだ ら な いな 。 次 は ?」 


ジャ ッ カ ロー プ を 置い て 歩き は じ め る エス 。 


追い か ける よう に 歩く ジャ ッ カ ロー プ 。 


ジャ ッ カ 「 へ っ 。 今 回 の 看守 さん は ウブ だ こと 。 囚人 番号 5 番 、 キ リサ キシ ドウ 。 歳 は 三 十 く ら 


いか な 。 こ いつ は オレ 様 に 負け ず 劣 ら ず の 男前 だ な 。 .…. 色 恋 目 線 で いく と 、 こ うい う 奴 が 集団 
に 波乱 を 巻き 起こ し た りす る ん だ よ な ぁ 」 


ジャ ッ カ ロー プ を 無視 し て 歩き 6 時 の 位置 に 。 

エス 「 真 南 6 時 の 位置 。 こ れ で 半分 か 」 

ジャ ッ カ 「 こ こ は 囚 人 番号 6 番 、 シ イナ マヒ ル 。 20 代 前 半 っ て と こ か な 。 .…… オレ 様 的 に は これ 
くら い の 女 が 一 番 好 み だ な 」 

下 世 話 な ジャ ッ カ ロー プ に イラ つき 、 足 を 止め る エス 。 


エス 「 ジ ャ ッ カ ロー プ 。 遊び じゃ な いん だ ろ 、 こ の 仕事 は 」 


ジャ ッ カ 「< く っ くっ ..…. 遊 び の つも り は ね ぇ よ 。 この 仕事 の 本 質 
は 人 間 を 見 る こと だ 。 オマ エ に も いずれ わか る 」 


釈然 と し な い 様 子 の エス 。 歩き は じ め る 。 


ジャ ッ カ 「 因 人 番号 7 番 。 ム クハ ラ カ ズ イ 。 お っ さん だ 。 今回 の 最 年 長 じ ゃ ね ぇ か な 。 体格 的 に 


5 時 そう だ 。 囚人 に 襲わ れ た ら ど うす る ? その 、 あま たら ど うす る ? その 、 あま り 言 いた 
く は な い が 、 僕 の 体格 で 抵抗 で きる と は 思え な い 」 


足 を 止め 、 後 半 少 し 恥ず か し げに 言い よど む エ ス 。 


ジャ ッ カ 「 安 心 し な 。 囚人 ども は オレ 様 た ち 管理 者 へ の 攻撃 は で き な い 。 そう いう 仕組 み に 
な っ て る 」 


エス 「『 管 理 者 へ 』 つ まり 囚人 同士 は そう で は な いと 」 


ジャ ッ カ 「 ふ ん 、 済 えて る じゃ な いか 。 そう いう こと も ある か も し れ な い 。 お 前 の 判決 次 第 じゃ 
な 」 


歩き は じ め 、8 時 の 部 屋 。 


ジャ ッ カ 「 さ 、 次 は 囚人 番号 8 番 モ モ セ アマ ネ 。 聞い て 和 驚 け 。 な ん と ラン ド セ ル 背負 っ た 女子 小 
学生 だ 」 


エス 「 そ ん な 小さ な 子 ま で .……… "ヒト ゴロ ン " だ と いう の か 」 


ジャ ッ カ 「 く っ くっ く 、 知ら ね ぇ けど よ 。 幼 け れ ば 純粋 で 、 無 垢 で 、 善 良 で 、 っ て の も また 思い 込 
みな ん だ ろう ぜ 。 だ か ら こ そ .………」 


エス 「 だ か ら こ そ 」 


ジャ ッ カ ロー プ の 説教 を さえ ぎる よう に 言葉 を か ぶせ る エス 。 


エス 「 そ れ を 見 極め る の が 看守 の 役目 だ と いう の だ ろう 。 まる で 保護 者 だ な 、 ジ ャ ッ カ ロー プ 」 


ジャ ッ カ 「 へ ぇ へ ぇ 。 わか っ て ん な ら 、 構 わ ね ぇ よ 」 


9 時 の 部 屋 の 位置 。 


ジャ ッ カ 「 次 、 囚 人 番号 9 番 。 カヤ ノミ コト 。 男 だ 。 特に 特徴 が な く て 言う こと ね ぇ な 。 量産 型 っ て 
か ん じ 」 


エス 「 逆 に 気 に な る 」 


ぼ そ り と 小声 で つぶ や く エ ス 。 


10 時 の 部 屋 の 位置 で 足 を 止め る ジャ ッ カ ロー プ 。 


ジャ ッ カ 「 最 後 が 囚人 番号 10 番 、 ユズ リハ コト コ 。 こい つ は 要 注 意 だ な 。 見 る か ら に 只 者 じゃ 
な さそ うな 女 だ っ た 」 


エス 「 こ れ で 10 人 か 」 


ジャ ッ カ 「 こ れ で 囚人 紹介 は 終わ り だ な 。 ま 。 あと は 実際 話し て 確か め ろ よ 」 


な に か に 気づい た エス 。 


エス 「 ジ ャ ッ カ ロー プ 」 


ジャ ッ カ 「 ん ?」 


エス 「 あ そこ は ? 11 時 の 位置 。 あ の 部 屋 に は 囚人 は いな い の か ?」 


11 時 の 部 屋 に 歩い て いく エス 。 


つい て いか な い ジ ャ ッ カ ロー プ 。 


エス 「 他 の 部 屋 の 扉 よ り も 古い な 錆び つい て いる .…… 外側 か ら の 錠 も な い 」 


ジャ ッ カ 「 あ ぁ 、 そ こ は い い 。 何 も な い 」 


感情 の 乗ら な い 返 し を する そっ け な い ジャ ッ カ ロー ブ プ 。 


エス の 声 を 人 遮る よう に ゴー ン と 鐘 の な る 音 。 


パ ノ プ ティ コン の 中 に 強く 反響 する 。 


エス 「 何 の 音 だ .… ぼ ………」 


ジャ ッ カ 「 時 間 だ な 。 囚人 共 が 目覚 め る ぞ 。 つい に 顔合わせ っ て わけ だ 」 


うろ た える エス に 向き 直り 、 真剣 な トー ン で 話す ジャ ッ カ ロー プ 。 


ジャ ッ カ 「 い いか 、 オ マエ 自身 が 持つ 不安 や 戸惑い や 疑問 は すべ て 殺せ 。 お 前 は 看守 な ん 
だ 。 お それ る な 。 囚人 共に と っ て の 権威 と 恐怖 で あれ 」 


と | 言わ れる まで も な いよ 。 ジャ ッ カ ロー プ 。 業 は ミル グラ ム の 看守 だ 。 僕 に は それ し 
か な い 」 


ジャ ッ カ ロー プ に 背 を 向け る エス 。 


エス 「 そ れ に 、 実 は 今 少 し だ け 楽 し みな ん だ 。 こ こ に 集め られ た 囚人 た ちと 出会う の が 。 そし 
て 彼ら の 罪 を 知る の が 」 


エス 「 お 前 の 言う 通り 、 僕 は 僕 の 意思 で 彼ら の 罪 を 暴 こ う 。 僕 は どう 感じ る ん だ ろう 。 落 し た 
い 、 落 し た く な い 、 どう 思 うん だ ろう 」 


自分 の 掌 を 見 つめ る エス 。 


エス 「 僕 は 、 彼 ら を 通し て 、 僕 自身 の こと も 知り た いん だ 」 


エス の 背中 を 見 つめ て いた ジャ ッ カ ロー プ 。 


顔 を 下げ 、 冷 め た 声色 で つぶ や く 。 


ジャ ッ カ 「 衰 れ な こと だ 」 


突如 ガン シャ ン ガ シャ ン と 囚人 の 部 屋 の 錠 が 次 々 に 開い て いく 。 


ジャ ッ カ 「.……… 来 る ぞ 。 ぶ ちか まし て や ん な 」 


エス 「 あ ぁ 。 看守 と し て の 初 仕事 と いこ う 」 


それ ぞ れ の ドア が 開き 、 囚 人 た ち が パ ノ プ ティ コン へ 踏み 込ん で くる 。 


因 人 た ちの 足音 が 警 く 。 


エス 「 ご き げ ん よう 、 囚人 諸君 。 僕 の 名 前 は エス 。 こ の 監獄 の 看守 を し て いる 」 


エス 「 こ こ は 監 獄 ミ ル グ ラ ム 。 お 前 た ち 10 人 の 罪 を 裁く た め に 存在 する 」 


エス 「 僕 が お 前 達 に つい て 知っ て いる こと は 少な い 。 知っ て いる の は 、 お 前 た ち 全員 『 ヒ ト ゴ ロ 
ン | だ と 0 うごき だ 


